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地中熱交換器にて熱応答試験を行う。

①温度検層

地中熱交換器内に温度センサーを挿入し、GLから１ｍ毎の温度を測定する。

②温水循環試験

ヒーターによって加熱された水を地中熱交換器内に循環させて、循環水の出入口温度や流量を

モニタリングする。モニタリング時間は、連続60時間以上とする。

③温度回復試験

温水循環試験終了後に地中熱交換器側壁に事前に設置した温度センサーにより地中熱交換器の

温度回復状況をモニタリングする。モニタリング時間は、連続72時間以上とする。

④解析方法

解析方法は、作図法（循環時法）、作図法（回復時法）及びヒストリーマッチング法とし、

二つ以上の方法を用いて有効熱伝導率λ【W/（ｍ・ｋ）】を決定する。


